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Political thought of Thomas Paine 
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12D.Powell, Tom Paine:the greatest Exile,London,p.274. 
13小松、前掲書、276頁。 
創価大学大学院紀要・第 41 集・2020 年 2 月 











































































30マーク・ フィルプ 『トマス・ペイン』 田中浩・梅田百合香訳、未来社、2007年、16頁。 
31エイヤー、前掲書、11頁。フランクリンはそれほど熱心に紹介状を書いたのではないとしている。  
32マレイ、前掲書、255頁。後年の評価では、ペインもフランクリンも理神論者だったとされている。 
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